
0.1 目的
世の中にはガソリンを給油するときにあえて満タンまで給油しない人がいる。ガソリ
ンを満タンまで給油するとその重さ分燃費が悪化するからだそうだ。これはどの程度合
理的なことなのか考えてみた。

0.2 式
次のようなパラメータを考える。

ガソリンタンクの容量 : V [l]

単位距離、単位重量あたりに消費するガソリン量 : α[l/km/kg]

車体重量 : M [kg]

ガソリン密度 : ρ[kg/l]

走行距離 xにおけるガソリン残量 (ただし給油は考えない) : v(x)[l]

xにおいて、単位距離走行するのに必要なガソリン量は

α(M + ρv(x))[l/km]

である。xから∆xだけ走ったときのガソリン量の変化は

∆v = −α(M + ρv(x))∆x

よって
dv

dx
= −α(M + ρv(x))

という微分方程式が得られる。解は

v(x) = (
M

ρ
+ V )e−αρx − M

ρ

v(x) = 0となった時点で βV (β ≤ 1)まで給油することにする。満タンから走り始めて初
めてガソリン量が βV となる距離を xβとすれば

v(xβ) = βV

が成立する。これを解けば

xβ = − 1

αρ
ln

βV + M
ρ

V + M
ρ

また、ガソリンが満タンから空になるまでに走れる距離は

x0 = − 1

αρ
ln

M
ρ

V + M
ρ

となる。N 回の給油で走れる距離は

LN = x0 +N(x0 − xβ) = (N + 1)x0 −Nxβ
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である。また、そのときの消費ガソリン量は

VN = V +NβV = (1 +Nβ)V

あらわな形で書けば

LN =
N

αρ
ln

βV + M
ρ

M
ρ

− 1

αρ
ln

M
ρ

V + M
ρ

燃費を計算するために LN と VN の比をとれば

LN

VN

=
N

αρ

1

(1 +Nβ)V
ln

βV + M
ρ

M
ρ

− 1

αρ

1

(1 +Nβ)V
ln

M
ρ

V + M
ρ

N → ∞とすれば

lim
N→∞

LN

VN

=
1

αβρV
ln

βV + M
ρ

M
ρ

0.3 COLTの例
我が愛車ミツビシCOLTを例にとる。レギュラーガソリンの比重は大体 0.72程らしい
ので

ρ = 0.72[kg/l]

車体重量は
M = 1020[kg]

燃費は 20[km/l]という記述があるので αとしてはこれを車体重量で割って

α =
1

20

1

1000
[l/km/kg]

ガソリンタンクの容量は
V = 45[l]

これで必要なパラメータは出揃った。
まず、走行によるガソリン量の変化をプロットしてみよう。
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図 1: 走行によるガソリン量の変化

ほぼ線形と言ってよいだろう。次に給油量による燃費の変化をみてみる。

図 2: 給油量による燃費の変化

当然、給油量が少ないほうが燃費はよくなる。これもほぼ線形と言ってよいだろう。比
も取ってみた。
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図 3: 給油量による燃費の変化 (満タン給油との比)

では、何回くらい給油すれば差が出てくるのだろうか。

図 4: 給油回数による燃費の変化

数十回の給油で差が出てくる。満タン給油との比率にしてみる。
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図 5: 給油回数による燃費の変化 (満タン給油との比)

0.4 結論
せいぜいリッター 20.0[km]が 20.2[km]になる程度か。
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